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1. ⾃⼰紹介（三役3名・会計監査2名・執⾏委員10名）
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1. ⾃⼰紹介（中央委員14名）
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1. ⾃⼰紹介（代議員50名）

合計79名
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2. 会議の⽬的

・５１期活動報告
・５２期活動予定の説明
・組合活動⽅針の説明
・意⾒交換

労使協議会、労使懇談会での協議事項は、原則公開できません。
（労働協約第83条機密の保持）
機密情報ならびに不確定な情報で誤解を招く情報は、⾮公開としています。
あらかじめご了承ください。

注意事項

4



51期活動報告

5



■労使懇談会 01回 執⾏部と会社(会⻑・社⻑他役員)との会議

■労使協議会 11回（前期11回） 執⾏部と⼈事部他との会議

■定期⼤会 01回

■執⾏委員会 06回（前期6回）

■中央委員会 06回（前期6回）

■職場集会 01回

■専⾨部会 13回（前期4回）

3. 51期活動報告

3. 1 活動概要

❑委員会の回数は前期⽐同数となったが、組合運営に安定感が向上。
また、各専⾨部も⾃主的に活動ができており、各専⾨部の機能が向上。
その他、顧問社労⼠との打合せ、組合勉強会、職員組合連絡会、現場訪問などに
取り組んだ。

❑労使協議会は賃⾦関連の交渉がメイン。
全社員のベースアップに加え、年間賞与は10ヶ⽉を超える満⾜のいく交渉ができた。
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3. 2 労働条件対策部
3. 51期活動報告

■組合アンケート実施報告
・1⽉にアンケートを実施しました。
・アンケート結果は現場訪問と⼀緒に組合意⾒を添えて
⼈事部に展開しました。

■現場訪問の実施
全国の現場を中央委員が主体となり、現地に訪問の上、
ヒアリングを実施

→ 訪問依頼を打診した部署には後⽇まとめたデータを展開
（部内の運営の⼀助となるよう組合側からの私⾒も追記）

→ ⼈事部には組合員が潜在的に抱える悩みとして展開
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■組合アンケートについて

全体の約85％の⽅の回答をいただけました。
ご協⼒誠にありがとうございました。

アンケートはデータを職種（現場・内勤等）等級・年代・性別毎に
クロス集計を⾏い、⽴場の違う各々の傾向が⾒える様にして
⼈事部へ提出しました。また、現場訪問記録にも抜粋データを
添付し、技術課⻑へ提出しています。

組合アンケートは会社で実施したアンケートと内容は同じでも
違う結果が出る傾向にあり、より現実に沿った結果を会社へ
伝える事ができるので、今後もアンケートを実施いたします。
引き続きご協⼒をお願いいたします。

3. 51期活動報告

3. 2 労働条件対策部
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■現場訪問の実施

各事業所の現場に訪問し、組合員からの意⾒を徴収しました。
今後も継続して実施いたします。

組合だより(第5号)より抜粋

組合HPトップ→活動報告
報告書をUPしています
※未読の⽅ぜひ⼀読下さい

今後も意⾒徴収にご協⼒ください
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3. 51期活動報告

3. 2 労働条件対策部



■現場訪問記録詳細

・上司（課⻑・部⻑）に対しての相談等
・⼈事評価について
・残業時間について
・R休・振休・残業深夜・休⽇出勤について
・仕事⾯について（客先との関係性･若⼿の仕事のやりがい等）
・⼈事異動について
・現場その他意⾒

上記の内容で報告書を作成しています。

10

3. 51期活動報告

3. 2 労働条件対策部



3. 3 賃⾦対策部
3. 51期活動報告

■ベースアップの実施報告
➣前年に引き続き定期昇給＋ベースアップを実施

S級職 基本給＋30,000円

※3年連続1万円のベースアップ予定だったため，今後について⼈事部と協議を予定

■ライン職の魅⼒向上への取組報告
➣ライン課⻑の職責の重さを役割給に反映

［2024年度］
役割等級「5」役割給 90,000円

［2025年度］
役割等級「6」役割給120,000円（ベースアップ含む）

□住宅⼿当など各種⼿当の適正化について，継続して⼈事部と協議中
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96期賞与のイメージ

96期は過去最⾼益229億を達成し、協議により特別賞与(1ヵ⽉)を追加獲得

■賞与に関する取り組み
3. 3 賃⾦対策部

3. 51期活動報告



3. 4 福利厚⽣部【福利厚⽣サービスの検討】
3. 51期活動報告
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■福利厚⽣サービスの⽐較検討と継続決定
現在採⽤しているベネフィット・ワンについて、利⽤率が低いた
め、イーウェルや福利厚⽣クラブとの⽐較を実施した。

⇒改善提案や特典強化を確認し、現⾏のベネフィット・ワンを継続
することとした。

＜今後＞
引き続き利⽤実態を把握し、利便性向上を注視。社員にとってよ
り有益なサービスとなるよう⼈事部と連携し改善を検討する。



3. 4 福利厚⽣部【コースBの転換基準緩和】
3. 51期活動報告

■地域限定職コースBの転換基準緩和の提案
採⽤としても地域限定職があることをアピールすることも出来る
のでプラスになると思われる。
管理職になる⼈が不⾜するのを懸念しているかもしれないが、そ
もそも、管理職になりたくない⼈を無理やり転勤させて、将来管
理職にしても良い結果を⽣まない。

転勤必須で昇進が可能となる現⾏制度に対し、転勤を望まない社員
の選択肢拡⼤を⽬的にコースB転換基準の緩和を提案。

意⾒書を提出

＜今後＞
社員の多様な働き⽅を尊重し、採⽤⼒強化や職場定着にもつなが
る仕組みづくりを継続協議する。管理職不⾜懸念にも配慮し制度
改善を進めていく。
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3. 5 財政部
3. 51期活動報告

組合費の推移【28期(2002年7⽉末) 〜 51期】

効率化とコロナ禍により
⽀出が減少

46期
組合員が700→1200⼈にアップ
（52期現在、1,400⼈超）

49期
組合費1.5%→1.0%に変更
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50期
組合費1.0%→0.7%に変更
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号外
①カジュアルエブリデー 浸透状況報告
②現場訪問実施のお知らせ

組合だより
3. 6 企画広報部

3. 51期活動報告



3. 7 同業他社実情（アンケート結果から主要な項⽬を抜粋）

■2024年度ベースアップ：全社ベースアップあり

■2024年度夏季賞与：2ヶ⽉〜8ヶ⽉（トップは⾼砂熱学）

■各種⼿当の拡充：11社中7社は拡充（現場⼿当、出張⼿当）

■単⾝赴任者の帰省回数：⽉1〜2回がほとんど

■単⾝赴任⼿当、別居⼿当：⽉2万円〜6万円

■社員寮制度：
⼊寮条件は28歳未満、満30歳まで、満35歳まで等様々。すべ
て借上げ社員寮

職員組合連絡会参加組合：⾼砂熱学⼯業,三機⼯業,ダイダン, 新⽇本空調, ⽇⽐⾕総合設備, 三建設備⼯業,テクノ菱和,須賀⼯業,⼤成設備,斎久
⼯業,ダイキンアプライドシステムズ, オーク設備,三晃空調

3. 51期活動報告
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3. 8 積み残し課題

優先度 ⾼
■特別住宅⼿当の公平化
・消費者物価指数等を踏まえた⽀給対象地域の⾒直しと⼿当額の増額

■各種社内規程の整備（曖昧な表現、陳腐化した規程の⾒直し）
・転勤・単⾝赴任・⻑期出張・近距離⻑期出張のルールの明確化
⇒50期意⾒書提出済

・社宅・寮のルールの明確化
・出向規程の整備（出向先企業がダイダン労組に属さない）
・休⽇ゴルフの取り扱いの統⼀化

■各種コース制度の⾒直し
・コースB基準の緩和
⇒51期意⾒書提出済

■労働組合の活性化
・中央委員・代議員の組合活動活性化
・専従職員の配置

3. 51期活動報告
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優先度 中
■退職⾦制度の透明化
■ストレスチェックのアフターフォロー
■男性社員の育児休業の促進
■⾮組合員の組合加⼊（定年再雇⽤、契約社員、出向社員）
■年末年始特別⼿当の拡充（１万円では割に合わない）

3. 8 積み残し課題
3. 51期活動報告
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優先度 低
■給与の計算を分かりやすくする
■部会費の徴収額が不公平（部署・事業所毎に徴収額が異なる）
■資格⼿当、対象資格の拡充
■締め⽇の⾒直し（業務負荷の短期集中）
■福利厚⽣俱楽部の⾒直し

等々、主に職場集会後のアンケート結果より
優先度をつけて課題管理をしております。



52期活動予定
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4. 52期活動予定

4. 1 活動の優先順位

①⻑時間労働の削減
継続して⻑時間労働の削減を中⼼とした現場ファーストの活動とする。
現場訪問等の結果より、現場施⼯担当者の労働環境の厳しさは明らか。
受注⽬標の厳しさなどから⻑時間労働が常態化している。
中堅〜若⼿社員離職が続く事業所があるなど、現場の環境は限界を迎えている。

②賃⾦向上
2025年4⽉には全社員⼀律ベースアップが施⾏されたが、物価上昇に応じて、
賃上げ要求を継続する。
2024年4⽉に施⾏された現成果配分制度が今期最終年度となり⾒直しが必須。
現制度より⾒劣りしない新制度となるよう労使交渉に尽⼒する。

③その他
下記3つを優先とする。
・各種ｺｰｽ制度やｷｬﾘｱﾓﾃﾞﾙの⾒直しを検討し、魅⼒あるｷｬﾘｱﾓﾃﾞﾙの形成を⽬指す。
・時間外労働削減のための各種施策に対する実態調査（アンケート）を継続する。
・現場担当者の意⾒徴収を⾏うため、中央委員・代議員による現場訪問を継続する。
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開催⽇時：令和７年１０⽉２４⽇（⾦）
開催場所：ハートンホール⽇本⽣命御堂筋ビル（⼤阪）

・経過報告
1）⼀般経過報告
2）会計報告
Ⅰ）⼀般会計
Ⅱ）特別会計（備闘積⽴⾦）

3）監査報告
・前期活動報告
・選挙結果の確認
・議事

1）第52期活動⽅針に関する件
2）第52期組合予算に関する件

・執⾏委員⻑挨拶
・スローガン宣⾔
※閉会後、顧問社労⼠による労働組合勉強会を開催

4. 2 定期⼤会報告
4. 52期活動予定
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4. 3 組合活動⽅針
4. 52期活動予定

決定事項

１．労働時間の削減
① 適正な労働時間の管理と実態調査の継続
② 休暇取得の推進
③ 労働時間削減に向けた環境整備

2．賃⾦の向上
① 物価上昇に応じた賃上げ要求の継続
② 現成果配分制度最終年度に伴う新制度の交渉
③ 現場担当者の待遇改善

3．魅⼒ある職場環境の整備
① 魅⼒あるキャリアモデルの形成
② 社内規程や職場環境における公平性の再精査
③ エンゲージメント向上のための問題抽出

※前期からの「労働時間削減」と「賃⾦向上」に加えて、
「魅⼒ある職場環境の整備」にも努めて参ります！！
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4. 4 スローガン
4. 52期活動予定

51期 ⼆兎を追え！ より良い賃⾦ より良い職場
50期 拡げよう余裕 あげていこう賃⾦ みんなで⽬指す明るい未来
49期 時代が変わるダイダンも変わるみんなの声で⼀歩前進
48期 考えよう きっとできる 職場と家庭の⼤切な時間
47期 ⾏動起こせば⼼も動く、今こそ変えよう職場環境
46期 時代の変化をチャンスととらえ、みんなで築こう新環境
45期 考え⽅は⼗⼈⼗⾊、話そう、作ろう、よい職場
44期 声をあげなきゃ変わらない みんなでつくる新環境

⼀⼈ひとりが主⼈公
増やそう賃⾦減らそう負担

⼩さな意⾒が⼤きな⼀歩
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決定事項



連絡事項
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5. 連絡事項

■懇親会について
参加希望者は職場集会後、飲⾷店で懇親会を開催してください。
・⽀払は原則中央委員が⾏うこと。
・職場集会に関係のない懇親会の精算は認めません。
・経費精算の運⽤規則に反した精算は認めません。

■レクリエーションについて
組合の結束⼒強化を図るため、各地区でレクリエーションを企画します。
対象地区のレクリエーションには奮ってご参加ください。

5. 連絡事項

■アンケートについて
今期も組合よりアンケートを⾏います。
回収率が悪いと会社に意⾒ができないため、ご協⼒をお願いいたします。
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6. 意⾒交換

⾃由にご発⾔ください。
★本⽇、話したくても話せなかったことは職場集会アンケートにてご意⾒願います。

6. 意⾒交換
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